
（１） 第２４号 平成２７年３月仙台市連合町内会長会だより

仙台市
連合町内会長会
　　　　だより

仙台市
連合町内会長会
　　　　だより

仙台市
連合町内会長会
　　　　だより

仙台市
連合町内会長会
　　　　だより

平成27年〈2015年〉3月

第　24　号
発　　　行

仙台市連合町内会長会
〒 980-0802
仙 台 市 青 葉 区 二 日 町 1 番 2 3 号
仙台市役所二日町第四仮庁舎9階
電  話  0  2  2  －  2  1  4  －  3  8  1  0
http://www.sendai-sirentyoukai.com

ご
あ
い
さ
つ

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
本
市
の
市
政

運
営
に
対
し
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
本

年
は
、
本
市
の
復
興
計
画
の
最
終

年
度
に
あ
た
り
、
各
事
業
の
成
果

を
し
っ
か
り
と
固
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
局
面
で
あ
る
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

町
内
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

「
安
全
・
安
心
で
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
」
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

目
に
入
り
、
仙
台
市
の
復
興
計
画

も
最
終
年
度
に
な
り
ま
し
た
が
、

仮
設
住
宅
か
ら
復
興
公
営
住
宅
へ

の
移
転
も
始
ま
り
、
沿
岸
及
び
丘

陵
地
帯
の
本
格
的
工
事
の
加
速
化

な
ど
、
ほ
ぼ
目
処
が
つ
い
て
来
た

仙
台
市
長
　
　
　
　
　
　

奥
　
山
　
恵
美
子

会
　
長
　
　
　
　
　
　
　

阿
　
部
　
欣
　
也

防
災
集
団
移
転
先
の
整
備
や
復

興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
な
ど
、
住

ま
い
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、

目
標
を
お
お
む
ね
達
成
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
て
お
り
ま
す
。

復
興
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
中
、

引
き
続
き
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
な
ど
、
暮
ら
し
の
再
建
に

向
け
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、　

月
の

１２

地
下
鉄
東
西
線
開
業
を
契
機
と
し

て
、
仙
台
の
さ
ら
な
る
将
来
の
成

長
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

町
内
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
生
活
環
境
の
向
上
や
環
境

美
化
、
地
域
の
融
和
な
ど
、
日
頃

か
ら
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
ご
活

動
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、

各
地
域
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
を
は
じ
め
、
地
域
の
防

災
力
の
向
上
に
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

と
存
じ
ま
す
。

今
年
３
月
に
は
、
第
３
回
国
連

防
災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
礎
と

な
る
町
内
会
の
役
割
と
そ
の
大
き

な
意
義
を
、
世
界
に
示
す
絶
好
の

機
会
と
な
る
こ
と
を
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
昨
年
９

月
に
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

実
施
い
た
し
ま
し
た
「
町
内
会
等

実
態
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
住
民
と
行
政
の
架
け

橋
と
し
て
、
共
に
こ
れ
か
ら
の
仙

台
の
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
今
後
の

ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

と
の
事
で
あ
り
、
大
変
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
と
共
に
関
係
各
位
の
ご

尽
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
本
会
で
は
、
平
成
　
年
２６

度
事
業
計
画
の
重
点
事
項
と
し
て
、

次
の
事
項
を
掲
げ
進
め
て
お
り
ま

す
。

①
地
域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
完
了
と
実
地
訓
練
の
励

行
②
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議

③
町
内
会
活
力
向
上
策
の
検
討

④
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
相
互

の
連
絡
協
調
の
推
進

⑤
宮
城
県
内
町
内
会
等
と
の
連
絡

連
携
の
強
化

①
は
、
目
標
の
平
成
　
年
度
中

２６

に
は
、
ほ
ぼ
完
了
の
見
込
み
で
す
。

②
は
、
関
連
事
業
と
し
て
、「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
を
行
い
、
世
界
各
国
か
ら

受
け
た
支
援
へ
の
謝
意
を
表
し
な

が
ら
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
の

調
和
が
築
く
災
害
に
強
い
仙
台
の

ま
ち
づ
く
り
や
町
内
会
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
」
を
世
界
に
発

信
し
、
各
地
に
お
け
る
防
災
・
減

災
に
生
か
さ
れ
れ
ば
幸
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

③
は
、
第
１
期
の
「
地
域
内
連

携
強
化
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決

策
の
検
討
」
は
、
専
門
委
員
会
か

ら
連
携
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
「
課

題
別
協
議
会
並
列
型
」「
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
型
」「
連
合
町
内
会
集

約
・
統
合
型
」
の
各
々
の
長
所
、

短
所
等
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
各
区
連
合
町
内

会
長
協
議
会
や
地
区
連
合
町
内
会

等
で
協
議
し
、
各
種
の
地
域
課
題

解
決
に
参
考
ま
た
は
活
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
２
期
の
「
町
内
会
活
動
に
お

け
る
人
材
育
成
策
の
検
討
」
は
、

専
門
員
会
で
他
都
市
の
取
組
み
例

等
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
様
か
ら
、ご
意
見
と
・
協
力
を

賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
内
全
町
内
会
の
ご

発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

▼
定
期
総
会

６
月
２
日
、
市
内
パ
レ
ス
へ
い

あ
ん
に
お
い
て
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
議
事
に
先
立
ち
連
合
町

内
会
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
３
人

の
会
員
に
会
長
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。（
関
連
記
事
８
面
）

議
事
は
、
菅
井
南
材
地
区
町
内

会
連
合
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て

行
い
、
平
成
　
年
度
事
業
報
告
・

２５

収
支
決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
平

成
　
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
・

２６
役
員
選
出
・
承
認
・
叙
勲
等
表
彰

候
補
者
推
薦
規
程
が
議
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
会
員
１
１
３
名
中

１
０
６
名
（
８
件
の
委
任
状
を
含

む
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

▼
会
員
研
修
会

総
会
に
引
き
続
き
、
会
員
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
平
成
　
年
３
月
に
第

２７

３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
会
議
の

開
催
目
的
や
内
容
、
日
程
な
ど
に

つ
い
て
、
仙
台
市
の
寺
内
譲
担
当

局
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

内
連
携
の
事
例
」
の
３
つ
の
事
例

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
会
員
　
名
と
市

９７

職
員
等
　
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

２１

※
研
修
会
の
概
要
は
、
当
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▼
会
員
懇
談
会

会
員
研
修
会
終
了
後
、
市
長
や

市
民
局
長
、
各
区
長
・
総
合
支
所

長
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
、
中

央
市
民
セ
ン
タ
ー
長
を
お
迎
え
し

て
会
費
制
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催

し
、
情
報
交
換
と
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

▼
役
員
会

５
月
　
日
、　

月
８
日
、
２
月

２１

１０

　
日
に
次
の
主
要
議
題
で
役
員
会

１８を
開
催
し
ま
し
た
。

〔
第
一
回
〕

・
総
会
議
案
及
び
運
営

〔
第
二
回
〕

・
前
期
反
省
と
後
期
の
進
め
方

・
平
成
　
年
度
会
計
補
正
予
算

２６

・
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
関

連
事
業

〔
第
三
回
〕

・
次
年
度
事
業
重
点
事
項
等

・
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
関

連
事
業

▼
正
副
会
長
会

正
副
会
長
会
は
、
本
会
の
運
営

や
市
政
の
重
要
課
題
に
関
す
る
説

明
や
協
議
の
場
と
し
て
の
定
例
会

議
（
毎
月
）
や
臨
時
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

【
今
年
度
の
主
な
議
題
】

・
定
期
総
会
、
会
員
研
修
会

・
地
区
連
合
町
内
会
長
バ
ッ
ジ

・
町
内
会
活
力
向
上
策
第
２
期
検

討
テ
ー
マ

・
町
内
会
等
実
態
調
査

・
国
連
防
災
世
界
会
議
の
取
組

・
地
域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
の
励
行

・
県
内
市
町
村
町
内
会
・
区
長
会

等
情
報
交
換
会

・
市
等
の
審
議
会
委
員
の
推
薦

・
役
員
会
、
役
員
研
修
会
な
ど

定期総会審議

会員研修会

正副会長会市長と正副会長会の懇談

そ
の
後
、
他
都
市
事
例
学
習
と

し
て
、
浜
松
市
か
ら
自
治
会
連
合

会
の
齋
藤
正
会
長
を
迎
え
て
「
町

内
会
加
入
率
の
高
水
準
を
維
持
す

る
自
治
会
活
動
」
に
つ
い
て
学
ん

だ
ほ
か
、
市
内
の
地
区
連
合
町
内

会
の
活
動
事
例
と
し
て
、
若
林
区

南
材
地
区
町
内
会
連
合
会
の
荻
野

正
浩
前
会
長
か
ら
「
課
題
別
協
議

会
型
の
地
域
内
連
携
の
事
例
」、

青
葉
区
片
平
地
区
連
合
町
内
会
の

今
野
均
会
長
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
型
の
地
域
内
連
携
の
事

例
」、
太
白
区
生
出
学
区
連
合
町

内
会
の
堀
江
俊
男
会
長
か
ら
「
連

合
町
内
会
集
約
・
統
合
型
の
地
域

▼
市
長
と
正
副
会
長
の
懇
談

６
月
　
日
と
　
月
３
日
に
正
副

１１

１２

会
長
会
メ
ン
バ
ー
が
市
長
を
訪
問

し
懇
談
し
ま
し
た
。

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
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▼
役
員
研
修
会

　
月
　
日
に
作
並
温
泉
Ｌ
ａ
楽

１１

１９

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
グ

リ
ー
ン
に
お
い
て
役
員
　
名
、
事

１９

務
局
等
市
職
員
　
名
、
合
計
　
名

１１

３０

が
出
席
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
地
域
内
連
携
強
化
に

よ
る
地
域
課
題
解
決
策
」
を
テ
ー

マ
に
、
東
日
本
大
震
災
の
対
応
や
、

地
域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

づ
く
り
を
通
じ
て
、
地
域
内
各
種

団
体
・
機
関
・
行
政
な
ど
の
一
層

の
連
携
強
化
が
地
域
課
題
解
決
の

効
果
や
、「
今
後
の
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
に
直
結
す
る
と

い
う
考
え
の
も
と
に
、
町
内
会
活

力
向
上
策
第
１
期
専
門
検
討
の
成

果
と
し
て
出
て
き
た
「
課
題
別
協

議
会
並
列
型
」「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
型
」「
連
合
町
内
会
集
約
・
統
括

型
」
と
い
う
３
つ
の
地
域
内
連
携

の
パ
タ
ー
ン
に
関
す
る
「
事
例
発

表
」
や
「
パ
タ
ー
ン
比
較
」「
実
際

の
地
域
展
開
の
意
義
に
関
す
る
全

体
討
議
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

防犯講座開催 より安全な街
「仙台」を目指して！

高齢者や主婦などが被害にあう特殊詐欺が多発しています。
★電話で区役所の職員を名乗り携帯電話とキャッシュカード
を持ってATMに行かせる「還付金詐欺」
★「会社のお金が入ったカバンを失くした。今日中にお金が必
要だから用意してくれないか」という「オレオレ詐欺」
仙台市防犯協会連合会では、これら犯罪に対する対応策を普及す

るため、平日午前９時から午後４時までの間、出前式の「防犯講座（無
料）」を実施しています。各地区の「町内会」「老人クラブ」「研修会」等
で是非ご利用下さい。

連絡先　仙台市防犯協会連合会　022-214-4261

役員研修会全体討議

▼
地
域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
完
了
と
訓
練
励
行

昨
年
７
月
に
取
組
ま
れ
た
「
地

域
版
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ

く
り
」
は
、
各
地
区
連
合
町
内
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
仙
台
市
担
当

課
、
各
地
域
団
体
、
施
設
管
理
者

な
ど
が
協
力
し
て
進
め
た
結
果
、

９
月
　
日
時
点
の
本
会
調
査
で
　

３０

５７

％
が
作
成
済
み
で
、
本
年
度
末
に

は
　
％
超
が
完
成
見
込
み
で
あ
る

９８
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
る
防
災
訓
練
の
実
施
済
み
と
実

施
予
定
の
地
域
は
　
％
に
達
し
て

６８

お
り
、
ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

▼
町
内
会
の
活
力
向
上
策
検
討

７
月
の
正
副
会
長
会
で
、
第
２

期
目
の
検
討
テ
ー
マ
が
「
今
後
の

町
内
会
活
動
を
担
う
人
材
育
成

策
」
に
決
定
し
、
各
区
連
合
町
内

会
長
協
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
７

名
の
専
門
委
員
が
９
月
　
日
の
第

２９

１
回
を
皮
切
り
に
、
会
員
対
象
の

ア
ン
ケ
ー
ト
や
他
都
市
の
事
例
な

ど
を
も
と
に
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で

精
力
的
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
他
都
市
の
自
治
会
連
合
会
と
の

連
絡
提
携
の
強
化

〇
宮
城
県
内
市
町
村
と
の
連
携

昨
年
８
月
実
施
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
　
月
実
施
の
調
査
結
果
報
告
会

１０
兼
懇
談
会
の
結
果
な
ど
を
受
け

て
、
ま
ず
は
事
務
局
レ
ベ
ル
等
の

情
報
交
換
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、
８
月
　
日
午
後
、
仙
台

２９

市
内
で
第
１
回
目
の
情
報
交
換
会

を
持
ち
ま
し
た
。
会
合
に
は
県
内

　
市
町
村
中
　
市
町
か
ら
　
名
が

３４

１６

２３

出
席
し
、　

市
町
村
か
ら
寄
せ
ら

２７

れ
た
情
報
に
つ
い
て
質
疑
応
答
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
６
日
に
は
５
つ
の

市
町
の
会
長
・
副
会
長
レ
ベ
ル
の

情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
「
全
国
大
会
」
が
、

今
回
は
　
月
　
日
、「
静
岡
県
沼

１０

２４

津
市
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
全
国
か
か
ら
８
０
０
名

第１回専門委員会

防災シンポジウム

平
成
26
年
度
重
点
事
項
の
進
捗
状
況

平
成
26
年
度
重
点
事
項
の
進
捗
状
況

平
成
26
年
度
重
点
事
項
の
進
捗
状
況

を
超
え
る
自
治
会
関
係
者
が
参
加
。

仙
台
市
か
ら
は
阿
部
会
長
と
事
務

局
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
、
開

催
地
知
事
、
同
市
長
の
挨
拶
な
ど

の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
会

長
表
彰
（
全
　
名
）、
大
会
宣
言
が

７１

な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
特
別
講
演
会
～
富
士
山

と
浅
間
神
社
～
」「
パ
ネ
ル
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～
地
域
の
防
災
力

を
い
か
に
高
め
る
か
～
」
と
進
ん

だ
後
、
会
場
を
移
し
て
総
勢
約
６

０
０
名
に
よ
る
交
歓
会
が
行
わ

れ
、
名
刺
交
換
や
活
動
紹
介
な
ど

を
通
じ
て
大
い
に
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

▼
視
察
対
応

７
月
に
岡
山
市
連
合
町
内
会
役

員
視
察
、
９
月
に
徳
島
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
の
視
察
が
あ

り
、
正
副
会
長
会
が
対
応
し
ま
し

た
。

全
国
自
治
会
連
合
会

　
「
全
国
大
会
」情
報

全
国
自
治
会
連
合
会

　
「
全
国
大
会
」情
報

全
国
自
治
会
連
合
会

　
「
全
国
大
会
」情
報
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平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

△
総
　
会

平
成
　
年
度
事
業
・
決
算
報
告

２５

や
平
成
　
年
度
事
業
・
予
算
案
な

２６

ど
を
原
案
通
り
承
認
。
欠
員
と

な
っ
た
会
計
監
事
２
名
を
選
任
し

ま
し
た
。 

（
５
月
　
日
）

２０

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

約
　
人
が
参
加
。
単
位
町
内
会

６０

長
、
連
合
町
内
会
長
が
講
師
と
し

て
、
町
内
会
運
営
の
ヒ
ン
ト
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。 
（
６
月
　
日
）

２５

△
青
葉
区
町
内
会
長
研
修
会

約
３
４
０
人
が
参
加
。
Ｓ
Ｂ
Ｌ

（
仙
台
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
）の

活
用
を
テ
ー
マ
に
、
防
災
担
当
理

事
、
中
江
地
区
の
Ｓ
Ｂ
Ｌ
ら
が
講

話
し
ま
し
た
。 

（
　
月
　
日
）

１１

１０

△
町
内
会
会
員
研
修
会

市
の
児
童
相
談
所
と
衛
生
研
究

所
の
担
当
者
を
招
き
、
児
童
虐
待

防
止
と
感
染
症
予
防
の
２
テ
ー
マ

で
開
催
し
ま
し
た
。 （
　
月
　
日
）

１２

１５

△
移
動
研
修
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
課
題

や
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
情
報

交
換
し
ま
し
た
。 
（
２
月
２
日
）

△
担
当
理
事
活
動

・
防
災
…
Ｓ
Ｂ
Ｌ
の
活
動
実
態
調

査
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
…
小
委
員
会
で
、

マ
ン
シ
ョ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
充

実
に
向
け
た
予
備
調
査
を
実

施
。
本
調
査
へ
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
毎
年
講
演
会
を
企
画

　
商
店
街
活
性
化
考
え
る

中
央
通
り
連
合
会
　
　
　
　

会
長
　
　
岩
崎
　
一
夫

お
お
ま
ち
、
ク
リ
ス
ロ
ー
ド
、

名
掛
丁
の
３
商
店
街
で
つ
く
る
連

合
会
で
す
。
毎
年
　
月
に
講
演
会

１１

を
企
画
し
て
お
り
、
今
年
は
地
元

情
報
誌
『
仙
台
経
済
界
』
の
社
長

を
講
師
に
招
き
、
地
下
鉄
東
西
線

開
通
や
仙
台
駅
大
規
模
改
修
を
、

ど
の
よ
う
に
商
店
街
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
か
―
を
考
え
ま
し
た
。

大
切
に
し
て
お
り
、
小
学
校
と
も

協
力
し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
、
町

内
会
ご
と
に
出
し
も
の
を
用
意
し

て
、「
北
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ

り
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

し
た
。 

（
　
月
　
日
）

１１

１５

△
町
内
会
会
員
研
修
会

作
並
温
泉
一
の
坊
を
会
場
に
、

東
北
福
祉
大
特
任
教
授
の
佐
々
木

信
之
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
の
ば

そ
う
健
康
寿
命
」
の
テ
ー
マ
で
開

き
ま
し
た
。 

（
２
月
９
日
）

地
域
活
動
に
大
き
な
力

　
吉
成
中
の
「
吉
ボ
ラ
隊
」

吉
成
学
区
連
合
町
内
会
　
　

会
長
　
熊
谷
　
英
昭

吉
成
中
学
校
の
生
徒
が
、
昨

年
、
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
「
吉

ボ
ラ
隊
」
を
紹
介
し
ま
す
。
夏
祭

り
や
敬
老
会
、
学
区
民
運
動
会
を

手
伝
い
、
社
協
事
業
の
小
学
校
低

学
年
向
け
勉
強
会
「
て
ら
こ
や
」

で
は
先
生
を
務
め
ま
し
た
。
大
雪

の
と
き
に
は
除
雪
に
力
を
発
揮
。

住
民
に
と
て
も
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。

青
葉
区

青
葉
区

青
葉
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

町
内
会
ご
と
に
趣
向

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

北
六
地
区
連
合
町
内
会
　
　

会
長
　
高
橋
　
健
一

青
葉
区
中
心
部
の
や
や
北
東
に

あ
る
７
町
内
会
、
約
２
６
０
０
世

帯
の
連
合
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

町
内
会
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と
を

【
宮
城
管
内
町
内
会
長
連
絡
会
】

平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

△
総
会

平
成
　
年
度
の
事
業
報
告
・
収

２５

支
決
算
報
告
、
平
成
　
年
度
の
事

２６

業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
に
つ
い

て
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

（
５
月
　
日
）

１６

△
町
内
会
長
移
動
研
修
会

　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
福
島

４６
県
川
俣
町
で
、
原
発
事
故
に
よ
る

除
染
作
業
の
様
子
を
視
察
。
復
興

市
場
で
は
、
風
評
被
害
に
よ
る
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。 
（
９
月
　
日
）

２６

△
市
長
を
囲
む
懇
談
会

作
並
温
泉
一
の
坊
を
会
場
に
、

奥
山
市
長
と
管
内
町
内
会
長
　
名
５５

が
市
政
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま

Nishiki Estate

〒989-3123 仙台市青葉区錦ケ丘7-1-3  TEL 022-392-6311㈹

4,700家族、15,000人の未来を育む街「錦ケ丘」

0120-154-249
い こう よ に し き

http://www.nishiki-estate.co.jpハートヒルズ錦ケ丘 検索

錦エステート株式会社

2200-089 3-5-1
LET 3333-627-220

【中央通り】人の流れの変化
などに理解を深めた講演会

【北六】趣向を凝らした出し物が
発表されたコミュニティまつり

【吉成】児童に勉強を教える
「吉ボラ隊」の生徒たち
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平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

△
総
会

４
月
　
日
、
宮
城
野
区
役
所
で

１０

開
催
。
平
成
　
年
度
の
事
業
・
収

２５

支
決
算
報
告
、
平
成
　
年
度
の
事

２６

業
・
収
支
予
算
案
が
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

　
名
の
参
加
を
得
て
６
月
　
日

３５

２７

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

前
半
は
防
災
・
減
災
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
事
例

を
学
習
し
、
後
半
で
は
、
町
内
会

の
役
割
や
各
種
事
業
の
補
助
制
度

な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

△
移
動
研
修
会

８
月
　
日
に
丸
森
町
に
て
原
発

２７

事
故
発
生
時
の
町
及
び
町
民
の
動

向
や
現
在
ま
で
の
取
り
組
み
及
び

今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
に
復
活
の
慶
び
を

新
田
学
区
連
合
町
内
会
　
　

会
長
　
橘
川
　
光
男

新
田
学
区
連
合
町
内
会
は
、
人

口
が
約
１
６
０
０
０
人
、
７
０
０

０
世
帯
の
大
き
な
学
区
で
す
。
市

立
新
田
小
学
校
（
児
童
数
５
月
末

現
在
で
１
１
０
０
名
）
の
改
築
工

事
の
竣
工
を
祝
い
、
平
成
　
年
８

２６

月
２
日
に
仙
台
七
夕
の
前
夜
祭
と

名
付
け
３
年
振
り
に
第
　
回
合
同

１７

盆
踊
り
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

午
前
中
は
各
町
内
会
の
子
供
み

こ
し
、
午
後
に
は
校
庭
に
各
町
内

会
や
子
供
会
の
売
店
が
連
な
り
、

夜
か
ら
の
盆
踊
り
大
会
を
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

夕
方
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
新
田
こ
ば
と
園
園
児
の
す
ず

め
踊
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、

チ
ア
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
新
田
小
学

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
演
奏
、
新

田
鶴
翔
太
鼓
演
奏
と
切
れ
目
な
く

続
き
、
終
い
に
は
生
の
民
謡
に
合

せ
老
若
男
女
の
踊
り
が
繰
り
出
さ

れ
ま
し
た
。

約
４
０
０
０
人
の
参
加
者
は
思

い
思
い
の
趣
向
を
凝
ら
し
校
庭
一

杯
に
広
が
り
ま
し
た
。
休
憩
時
間

に
は
大
抽
選
会
、
お
披
楽
喜
に
は

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
仕
掛
け
花
火
で
真

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

△
総
会

５
月
　
日
開
催
。
平
成
　
年
度

２７

２５

の
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

平
成
　
年
度
の
事
業
計
画
案
・
収

２６

支
予
算
案
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お

り
承
認
。

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

６
月
　
日
、　

名
の
新
任
会
長

２７

１９

が
参
加
。「
町
内
会
活
動
の
手
引

き
」
の
紹
介
、
南
材
地
区
の
防
災

対
策
の
事
例
発
表
の
実
施
。

△
町
内
会
長
移
動
研
修
会

９
月
　
日
、　

名
が
参
加
。
東

３０

８９

日
本
大
震
災
に
よ
る
相
馬
市
の
被

災
と
復
興
状
況
に
つ
い
て
、
現
地

視
察
と
相
馬
市
観
光
協
会
職
員
か

ら
の
講
話
、
語
り
部
の
方
か
ら
の

お
話
の
聴
講
、
歴
史
資
料
収
蔵
館

で
館
内
学
習
の
実
施
。

大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る

　
支
援
活
動
に
つ
い
て

大
和
地
区
連
合
町
内
会
　
　

会
長
　
小
島
　
正
士

当
地
区
は
若
林
区
卸
町
の
南
側

に
位
置
し
、
９
町
内
会
で
構
成
し
、

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
基
本

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
徴
的
な

活
動
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
方
々
へ
の
支
援
で
す
。
被
災

地
か
ら
近
く
、
居
住
環
境
が
良
い

と
の
理
由
で
多
く
の
み
な
し
居
住

者
や
復
興
公
営
住
宅
入
居
予
定
者

が
住
ま
れ
て
い
る
の
で
、
大
和
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
当

連
合
を
含
む
各
種
団
体
総
力
で
、

　
月
　
日
の
お
月
見
会
な
ど
の
被

１０

１６

災
者
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
地
元
の

町
内
会
と
共
に
前
進
で
き
る
よ
う

努
力
を
続
け
て
い
く
思
い
で
す
。

「
新
し
い
街
を
追
求
」

若
林
地
区
町
内
連
合
会
　
　

会
長
　
遠
藤
　
幸
雄

当
地
区
は
昭
和
　
年
当
時
、
通

２６

称
「
松
原
」
と
呼
ば
れ
た
地
で
す
。

昭
和
　
年
後
半
か
ら
の
人
口
増
加

３０

に
伴
う
宅
地
不
足
か
ら
、
当
地
区

の
農
作
地
売
却
な
ど
に
よ
り
宅
地

が
見
え
始
め
、
昭
和
　
年
４
月
に

３３

町
内
連
合
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
３
年
４
月
、
若
林
市
民
セ
ン

タ
ー
が
開
館
し
、
住
民
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
発
表
会
が
開
か
れ
、
「
若

林
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
は
、
地
域

の
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
　２６

年
４
月
か
ら
、
若
林
西
復
興
公
営

住
宅
へ
の
入
居
が
始
ま
り
、
新
住

民
と
共
に
触
れ
合
い
、
安
全
安
心

な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
時
代
の

到
来
で
す
。

「若林区ふれあいまつり（平成
２６年９月７日（日）開催）
およそ１，１００人が参加しました。

保育園児の踊りと見守る大勢の人・人

ー 元気 100 倍！ 笑顔がいっぱい！ー

仙台市宮城野区鉄砲町 145    TEL:022-298-8855

宮
城
野
区

宮
城
野
区

宮
城
野
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

若
林
区

若
林
区

若
林
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会



（６）第２４号平成２７年３月 仙台市連合町内会長会だより

平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

△
総
会

５
月
９
日
、
庄
司
太
白
区
長
を

来
賓
に
迎
え
て
開
催
。　

年
度
事

２５

業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、　

年
２６

度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

△
新
任
町
内
会
長
研
修
会

７
月
３
日
、
太
白
区
役
所
五
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
新
任
町
内
会

長
　
名
の
参
加
を
得
て
開
催
。

３２

「
町
内
会
活
動
の
手
引
き
」を
も
と

に
、
町
内
会
の
役
割
や
各
種
助
成

制
度
等
の
説
明
と
、
町
内
会
活
動

や
運
営
に
関
す
る
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

△
全
体
会

今
年
度
は
６
月
　
日
、　

月
９

１６

１０

日
、
１
月
　
日
に
開
催
。
事
業
の

３０

実
施
内
容
や
、「
太
白
区
地
域
活

動
推
進
委
員
会
」
な
ど
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

△
移
動
研
修
会

　
月
　
日
松
島
町
で
開
催
。
参

１１

１２

加
者
が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、「
市
連
長
会
町
内
会
活
力
向

上
策
第
１
期
検
討
結
果
最
終
報

告
」
を
基
に
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

地
区
内
各
団
体
の
連
携
を

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

向
山
地
区
連
合
町
内
会
　
　

会
長
　
西
館
　
六
郎

向
山
地
区
連
合
町
内
会
は
、
太

白
区
の
北
側
に
位
置
し
、
大
年
寺

山
・
愛
宕
山
・
八
木
山
･
経
ケ
峯
・

長
嶺
等
丘
陵
地
で
山
坂
が
多
く
、

愛
宕
大
橋
か
ら
東
北
放
送
に
至
る

広
範
囲
で
、
大
小
　
の
単
位
町
内

２４

会
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
地
区
の
特
色
の
一
つ
は
、
各

種
団
体
の
相
互
理
解
・
連
携
だ
と

思
い
ま
す
。
当
会
も
各
団
体
の
独

立
性
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
研
修
会

等
の
活
動
支
援
や
町
内
会
長
兼
務

の
役
員
交
流
、
助
成
等
の
会
計
支

援
等
を
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
地
区
内
の
多
く
の
各

種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
一
つ
の

行
事
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
こ
と

は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し

て
、
減
災
・
防
災
と
い
う
共
通
理

解
の
も
と
、
各
団
体
の
協
力
を
得

て
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

り
、
小
・
中
各
学
校
と
連
携
を
密

に
し
て
立
案
し
、
指
定
避
難
所
運

営
に
つ
い
て
訓
練
し
ま
し
た
。
反

省
点
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
各
団
体
や
小
・
中
学
生
全

員
も
参
加
し
て
、
地
区
を
挙
げ
て

一
つ
の
行
事
を
成
し
得
た
と
い
う

こ
と
は
、
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
丘
陵

地
の
た
め
、
高
齢
者
の
避
難
が
困

難
な
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
当
会
懸

案
の
未
設
置
の
市
民
セ
ン
タ
ー
の

設
置
が
強
く
要
望
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

連
帯
と
融
和

東
中
田
町
内
会
連
合
会
　
　

会
長
　
榊
原
　
健
二

当
町
内
会
連
合
会
は
、
太
白
区

の
東
南
部
に
位
置
し
、
東
側
は
袋

原
中
田
地
区
、
北
は
名
取
川
で
す

ぐ
隣
が
名
取
市
で
す
。
平
坦
で
緑

の
田
畑
に
囲
ま
れ
た
温
暖
な
地
で

野
菜
の
産
地
で
も
あ
り
、　

町
内

１５

会
約
４
２
０
０
世
帯
で
構
成
し
て

お
り
ま
す
。

地
域
に
は
小
学
校
２
、
中
学
校

１
、
仙
台
市
営
住
宅
が
３
地
区
で

　
棟
、
促
進
住
宅
が
２
地
区
で
６

１７棟
あ
り
、
農
村
地
帯
と
新
興
住
宅

地
と
が
共
存
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
特
別
養
護
老
人
人
ホ
ー
ム
」

「
障
害
者
支
援
施
設
」「
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
社
会
福
祉
施
設

も
多
く
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
に
「
四
郎
丸
」
の
地
名

の
も
と
と
な
っ
た
名
取
四
郎
氏
の

館
跡
、
戸
ノ
内
遺
跡
、
弁
天
古
墳
、

県
文
化
財
指
定
落
合
観
音
堂
等
も

あ
り
、
文
化
と
自
然
に
囲
ま
れ
た

地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

当
連
合
会
の
大
き
な
特
徴
は
、

中
田
地
区
４
連
合
会
（
中
田
西
部

地
区
、
中
田
地
区
、
中
田
中
部
地

区
、
東
中
田
地
区
）
の
広
報
活
動

と
し
て
、
中
田
地
区
市
政
懇
談
会

や
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
他
の
関
連

事
項
を
協
力
活
動
と
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

そ
し
て
、
当
連
合
会
と
し
て
、

社
会
福
祉
・
交
通
安
全
・
防
犯
・

消
防
巡
回
指
導
活
動
、
市
民
ま
つ

り
、
小
学
校
児
童
と
地
域
住
民
参

加
の
学
区
民
大
運
動
会
・
ス
ポ
ー

ツ
大
会
・
防
災
訓
練
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
の
で
、

老
老
介
護
家
庭
、
一
人
暮
ら
し
の

方
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り
等
、
地

区
住
民
の
連
帯
と
融
和
を
図
り
な

が
ら
、
安
全
安
心
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

太
白
区

太
白
区

太
白
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

市
研
修
で
有
資
格
者
で
あ
る
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な 向山地区防災訓練

東中田地区防災訓練



（７） 第２４号 平成２７年３月仙台市連合町内会長会だより

平
成
　
年
度
活
動
状
況

２６

△
総
　
会

平
成
　
年
度
事
業
報
告
、
収
支

２５

決
算
報
告
書
、
平
成
　
年
度
事
業

２６

計
画
案
、
収
支
予
算
案
が
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
５
月
　
日
）

１５

△
新
任
単
位
町
内
会
役
員
研
修
会

　
名
参
加
。
当
協
議
会
長
が
講

６０
師
と
し
て
、
町
内
会
運
営
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
協

議
会
発
行
の
「
町
内
会
活
動
の
手

引
き
」
を
基
に
、
区
担
当
課
等
か

ら
支
援
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

（
６
月
　
日
）

１９

△
単
位
町
内
会
長
研
修
会

秋
保
に
て
開
催
。
東
北
福
祉
大

学
の
齋
藤
昌
宏
特
任
准
教
授
を
講

師
と
し
て
、「
健
康
づ
く
り
は
＋
　１０

（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）か
ら
！
」と
題
し

て
、加
齢
に
伴
う
機
能
低
下
を
予

防
し
、健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め

３
月
　
日
～
　
日
に
か
け
て
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ
る
国
連
防
災
世

１４

１８

界
会
議
の
機
会
に
、
先
の
大
震
災
に
お
い
て
町
内
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
発
揮
し
、
あ
る
い
は
学
び
取
っ
た
底
力
・
総
力
・
協
働
の
力
を
、
広

く
世
界
に
発
信
し
、
世
界
の
安
全
・
安
心
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
今

後
の
自
ら
の
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
力
を
養
い
ま
す
。

煙
日
　
時
　
平
成
　
年
３
月
　
日
（
火
）　

時
～
　
時

２７

１７

１４

１７

煙
場
　
所
　
仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
交
流
ホ
ー
ル

煙
内
　
容

焔
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
合
唱

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
仙
台
少
年
少
女
合
唱
隊

焔
基
調
講
演

　「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の

　
　両
立
を
目
指
し
て
」

　
　
　
　
講
　
師
　
　
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
授
　
　
佐
藤
　
　
健
　
氏

焔
パ
ネ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

　「
東
日
本
大
震
災
の
対
応
と
今
後
の
備
え
」

　
　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
青
葉
区
片
平
地
区
連
合
町
内
会
長
　
　
今
野
　
　
均
さ
ん

　
　
　
宮
城
野
区
高
砂
地
区
西
原
町
内
会
長
　
大
和
田
哲
男
さ
ん

　
　
　
若
林
区
南
材
地
区
町
内
会
連
合
会
長
　
菅
井
　
　
茂
さ
ん

　
　
　
太
白
区
長
町
地
区
町
内
会
連
合
会
長
　
柿
沼
　
敏
万
さ
ん

　
　
　
泉
区
将
監
西
町
内
会
長
　
　
　
　
　
　
関
内
　
昭
一
さ
ん

　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
助
言
者
　
　
佐
藤
　
　
健
教
授

焔
世
界
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表

　「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
の
私
の
決
意
」

　
　
　
カ
ナ
ダ
出
身
青
葉
区
在
住
　
マ
リ
ジ
ョ
ゼ
・
ブ
ラ
サ
ー
ル
さ
ん
　

　
　
　
宮
城
野
区
南
蒲
生
町
内
会
復
興
部
事
務
局
長
 
吉
田
　
祐
也
さ
ん

　
　
　
仙
台
市
立
七
郷
中
学
校
２
年
生
 

岩
井
咲
也
香
さ
ん

　
　
　
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー（
太
白
区
）
 

山
田
　
祥
子
さ
ん

　
　
　
泉
区
市
名
坂
東
町
内
会
長
　
　
　
　
　
草
　
　
貴
子
さ
ん

※
入
場
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

※
事
業
は
、
市
内
の
多
く
の
町
内
会
の
協
賛
を
賜
り
実
施
し
ま
す
。

第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
大
震
災
か
ら
学
ぶ
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

〜
仙
台
か
ら
始
め
よ
う 

町
内
会
中
心
の
地
域
主
体
の
災
害
対
応
〜

泉
区
泉
区
泉
区

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

連
合
町
内
会
長
協
議
会

に
は
、１
日
に
　
分
程
度
の
運
動
を

１０

継
続
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
、わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 （
９
月
７
～
８
日
）

△
連
合
町
内
会
長
研
修
会

茨
城
県
日
立
市
を
訪
問
。
日
立

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と

有
意
義
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。 

（
　
月
　
～
　
日
）

１０

２１

２２

活
気
の
あ
る
南
光
台
を
め
ざ
し
て

南
光
台
地
区
連
合
町
内
会
　

会
長
　
福
田
　
慶
司

南
光
台
連
合
町
内
会
は
、
泉
区

の
東
南
部
に
位
置
し
、　

町
内
会
、

１０

約
６
６
０
０
世
帯
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

震
災
後
、
防
災
意
識
が
高
ま
り
、

各
町
内
会
合
同
に
よ
る
「
防
災
訓

練
」
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
も
年
々
増
え
て
関
心
の
深

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

他
に
も
、「
子
供
夏
ま
つ
り
」
や

「
学
区
民
運
動
会
」
等
、
活
気
の
あ

る
南
光
台
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い

ま
す
。

新任単位町内会役員研修会

防災訓練



（８）第２４号平成２７年３月 仙台市連合町内会長会だより

この仙台市連合町内会長会だよりは再生紙を使用しています。

仙台市連合町内会長会だよりはホームページ http://www.sendai-sirentyoukai.comでもご覧いただけます。

右から阿部欣也会長（中田西部）、
木村正義会長（宮城野）、
宗片隆文会長（泉松陵）

▼
仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会
表
彰

▼
旭
日
単
光
章（
地
方
自
治
功
労
）

受
章
・
受
賞
者
紹
介

受
章
・
受
賞
者
紹
介

受
章
・
受
賞
者
紹
介

元
根
白
石
町
内
会
長

　

鷲
尾
栄
一
郎
さ
ん

古
宿
町
内
会
長

　

星　
　
　

茂
さ
ん

▼
総
務
大
臣
表
彰

阿
部　

欣
也
さ
ん

　
　
　

（
太
白
区
）

佐
藤
い
わ
子
さ
ん

　
　
　

（
若
林
区
）

▼
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

井上会長
（枡江）

泉　区太白区若林区宮城野区青葉区区名

樋口　稔夫阿部　欣也佐藤いわ子吉川　時夫島田　福男

区連合町

内会長協

議会会長

市合計

１１３連合会３１連合会２３連合会９連合会１３連合会３７連合会連合会数

１，３９３

（１，３１３）

２０８

（１９７）

２７１

（２６１）

１８７

（１６９）

２１７

（２０５）

５１０

（４８１）
町内会数

４０１，２３７

（３９１，２０１）

７９，９５４

（７６，１２４）

７９，６０７

（７７，８２２）

５１，１２６

（４９，８８４）

７２，１４０

（７２，１４０）

１１５，２３１

（１１５，２３１）

加　　入

世 帯 数

４９０，１４１９０，１９９９６，６６０６１，４６５８８，６４６１５３，１７１総世帯数

８１．９%８８．６%８２．４%８３．２%８２．０％７６．９％加 入 数

注１　平成２６年６月１日現在

注２　上段の数はすべての町内会数、（　）は連合町内会に加入している町内会数

編
集
後
記

「
市
連
長
会
だ
よ
り
」
第
　
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

２４

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

復
興
が
具
体
的
な
形
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
更
な

る
進
展
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
が
仙
台
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
私
達
の
町
内
会
活
動
が

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
行
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
井
上
　
範
一
）

仙
台
市
の

自
治
組
織

（
平
成
　
年
６
月
１
日
現
在
）

２６

【
役
　
員
】

 会

長
 
阿
部
　
欣
也
　
太
白
区

 副

会

長
 
樋
口
　
稔
夫
　
泉
　
区

 

〃

 
吉
川
　
時
夫
　
宮
城
野
区

 

〃

 
佐
藤
い
わ
子
　
若
林
区

 

〃

 
島
田
　
福
男
　
青
葉
区

庶
務
理
事
　
井
上
　
範
一
　
宮
城
野
区

会
計
理
事
　
齋
藤
　
和
平
　
青
葉
区

 理

事
 
庄
司
　
勝
壽
　
青
葉
区

 

〃

 
千
田
　
文
彦
　
　
〃

 

〃

 
今
野
　
　
均
　
　
〃

 

〃

 
根
本
　
　
勁
　
　
〃

 

〃

 
後
藤
　
次
男
　
宮
城
野
区

 

〃

 
橘
川
　
光
男
　
　
〃

 

〃

 
野
上
　
忠
志
　
若
林
区

 

〃

 
稲
邉
　
信
夫
　
　
〃

 

〃

 
堀
江
　
俊
男
　
太
白
区

 

〃

 
山
口
　
　
強
　
　
〃

 

〃

 
齋
藤
　
滿
男
　
　
〃

 

〃

 
塚
本
　
　
進
　
泉
　
区

 

〃

 
傳
野
　
貞
雄
　
　
〃

 

〃

 
小
野
　
諄
一
　
　
〃

 

〃

 
小
金
澤
佳
史
　
　
〃

 監
　

事
 
菊
地
　
榮
司
　
若
林
区

 

〃

 
渡
邊
　
　
隆
　
泉
　
区

　【
広
報
委
員
】

 委

員

長
 
井
上
　
範
一
　
太
白
区

 委
　

員
 
齋
藤
　
和
平
　
青
葉
区

 

〃

 
及
川
　
　
勇
　
宮
城
野
区

 

〃

 
稲
邉
　
信
夫
　
若
林
区

 

〃

 
齋
藤
　
滿
男
　
太
白
区

 

〃

 
小
金
澤
佳
史
　
泉
　
区

仙
台
市
連
合
町
内
会
長
会


